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SDGs達成に向けた宣言書 
 

宣言者 所在地 秋田県秋田市浜田字藍ノ原 52 
名 称 医療法人 緑 陽 会 
代表者 理事⾧ 笠松 千秋 

 
は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 
 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

３側面 
(主な分
野に) 

SDGs 達成に向けた 
重点的な取組 

2030 年に向けた 
指標 

重点的な取組及び 
指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日:Ｒ4 年 3 月 18 日 

関連する主な 
SDGs ゴール 
（最大３つ） 

経済 
社会 
☐環境 

看護職員の負担の軽
減及び処遇改善 

当院関係職種間で適切な役
割分担の検討、看護師等が
専門性をより発揮できる快
適な職場環境の実現に向け
その形成を周知、継続的に
実施する。 

職場環境向上に向けて
SDGｓ達成へ取り組みを
全職員に対して安全委員
会を通じて周知を図る。 
（2024→2025） 

3・8・10 

経済 
社会 
☐環境 

ワーク・ライフ・バ
ランスの実現 

仕事と育児・家庭の両立支
援。「年次有給休暇」「残業
なし」「妊娠、子育てに配慮」
を継続的に実施する。 

年次有給休暇の取得につ
いて労働基準を含め全職
員へ周知を図り仕事と育
児・家庭のライフ・バラ
ンスの周知を図る。 
（2024→2025） 

3・5・10 

経済 
社会 
☐環境 

スキルアップの支援 

外部専門機関と連携した研
修を実施、自己研鑽により
高い専門性を発揮する。、奨
学金貸与制度で資格取得の
支援、個々のスキルアップ
を継続的に実施する。 

感染対策、虐待等院内研
修を基軸に理解を深め、
自己研鑽により専門性の
向上を図る。 
（2024→2025） 

3・8・10 

「誰もが安心して受けられる医療」を目指し、地域の方が医療と看護を必要とした時には、その声に応
えることを使命とし、地域医療に携わって 52 年余り。「その人らしく住み慣れた町で生活できる」とい
うことを大事に退院後も健康で豊かに生活できるよう地域と精神医療の架け橋として努力し続けていき
ます。 

医療法人 緑陽会  



 
 
【記載留意点】 
・この宣言書は、県 Web サイトで公開します。 
・「SDGs 達成に向けた取組方針等」を記載いただくとともに、原則として「経済」・「社会」・「環境」の

３側面の全てについて「SDGs 達成に向けた重点的な取組」を記載してください。なお、３側面について、
取組が複数の分野にまたがる場合は、それぞれの分野にチェックしてください。 

・「2030 年に向けた指標」は、原則として数値目標を記載してください。 
・「重点的な取組及び指標の進捗状況」は、年 1 回以上進捗管理を行い、状況を記載してください。なお、初

回登録時は記入不要です。 
・取組の例として、別紙「基本的取組事項の例」を適宜参照ください。 
・記載した取組と関係が深いＳＤＧｓのゴールを以下の表から選択し、「関連する主な SDGs ゴール」にゴー

ル番号を記載してください（複数選択可、最大３つ）。 
 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 人や国の不平等をな

くそう  

３ すべてに人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


